
 

■       北海道下水道事業経営戦略【素案概要】       ■ 

１ 策定の趣旨 
（１）策定の目的  

・下水道事業など地方自治体が経営する事業は、人口減少による料金収入の減少や施設の老朽化

による更新費用の増大などにより厳しい経営環境 

・北海道が経営する公共下水道事業及び流域下水道事業について、経営方針や将来像を明確化

し、効果的・効率的な事業運営を図りながら経営基盤を強化することにより、下水道サービス

の安定的かつ持続的な提供を目的として策定 

（２）計画期間  

・令和 3年度（2021年度）から令和 12年度（2030年度）まで（10年間） 

２ 事業概要 

事業名 
事 業 の 沿 革 

運 営 形 態 
地域 供用開始 関係市町 

公共下水道 石狩湾 昭和 58年度 － 民間業者に運営を委託 

 

 

流域下水道 

 

石狩川 昭和 60年度 

美唄市、芦別市、赤平市、滝川市、

砂川市、歌志内市、奈井江町、 

上砂川町、浦臼町、新十津川町 

関係市町に維持管理業務

（許認可関係を除く）を

委託 

十勝川 昭和 54年度 帯広市、音更町、芽室町、幕別町 

函館湾 平成元年度 函館市、北斗市、七飯町 

３ 経営の基本方針 
（１）経営の健全性の向上  

・適正な収入の確保や費用の見直しによる収支の改善及び適切な資産管理 

（２）安定した下水道サービスの提供  

・施設の適切な維持管理の実施及び計画的かつ効率的な更新 

（３）安全で安心なまちづくりの推進  

・施設の耐震化推進及び業務継続計画に基づく防災訓練実施による災害に強い体制整備 

４ 投資・収支計画 
（１）投資について  

・施設整備は概ね完成 

・既存設備等の更新や長寿命化を行い将来の投資負担の平準化、低減化 

（２）財源について  

・使用料見直しの検討、維持管理費の削減及び企業立地等による適正な使用料収入(公共下水道) 

・関係市町からの適正な負担金徴収(流域下水道) 

（３）その他の取組  

・専門知識の習得や経営感覚の醸成のための職員研修の充実 

・経営状況や下水道の役割などをホームページで情報発信 

５ 経営戦略の進捗管理・検証 
（１）経営戦略の進捗管理  

・毎年度、決算状況などを踏まえＰＤＣＡサイクルを活用した進捗管理 

（２）経営戦略の見直し  

・経済社会情勢の変化などに対応するため、中間年の５年を目安とした見直し 

※計画との大幅な乖離や経営方針の重大な変更等が生じた場合は随時の見直し 

 


